
滋
賀
労
働
局
と

大
津
労
基
署

に
対
す
る
要
請

滋
賀
労
働
局
と
大
津
労
働
基

準
監
督
署
に
対
し
て
は
「
金
融

機
関
の
労
働
実
態
改
善
の
た
め

の
指
導
強
化
の
要
請
」
を
行
い

ま
し
た
。

政
府
は
「
日
本
再
興
戦
略
」

の
中
に
「
働
き
過
ぎ
防
止
の
た

め
の
取
組
強
化
」
を
盛
り
込
み
、

今
年
10
月
に
は
「
長
時
間
労
働

削
減
を
は
じ
め
と
す
る
『
働
き

方
改
革
』
に
向
け
た
取
組
に
関

す
る
要
請
書
」
を
日
本
経
団
連

等
経
営
者
団
体
に
送
付
、
11
月

に
は
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進

法
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
労
働

実
態
改
善
の
た
め
の
政
策
を
う

ち
だ
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
金
融
機
関
は
人
減
ら

し
が
進
行
し
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
長

時
間
過
密
労
働
が
職
場
に
拡
が

り
、
労
働
者
の
健
康
が
心
身
両

面
か
ら
損
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
調
査
で
金
融

機
関
の
有
給
休
暇
取
得
率
は
50

％
と
、
政
府
が
掲
げ
る
目
標
の

70
％
に
遠
く
及
び
ま
せ
ん
。

金
融
機
関
の
厳
し
い
労
働
実

態
を
改
善
し
、
働
き
や
す
い
職

場
を
つ
く
る
た
め
、
特
に
次
の

事
項
に
つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。

1
．
長
時
間
労
働
削
減
の
た
め
、

慢
性
的
な
残
業
・
休
日
出
勤
を

な
く
し
、
休
暇
の
取
得
促
進
を

図
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

2
．
早
朝
出
勤
を
含
め
た
賃
金

不
払
い
残
業
に
対
し
、
各
金
融

機
関
に
よ
り
厳
し
い
監
督
指
導

す
る
こ
と
。

3
．
有
給
休
暇
の
取
得
率
が
向

上
す
る
よ
う
周
知
啓
蒙
活
動
を

行
う
こ
と
。

4
．
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や

マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等

を
な
く
す
と
と
も
に
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
と
休
職
者
に
対

す
る
丁
寧
な
職
場
復
帰
策
を
講

じ
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

大
津
財
務
事
務
所
と

滋
賀
県
銀
行
協
会

に
対
す
る
要
請

近
畿
財
務
局
大
津
財
務
事
務

所
と
滋
賀
県
銀
行
協
会
に
対
し

て
は
「
当
面
の
『
金
融
行
政
』

に
対
す
る
要
請
」
を
行
い
ま
し

た
。ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
恩
恵
は
、

一
部
の
大
企
業
に
と
ど
ま
り
、

燃
料
費
や
仕
入
れ
価
格
、
原
材

料
費
の
上
昇
、
消
費
税
増
税
な

ど
で
、
そ
の
分
の
価
格
転
嫁
が

出
来
な
い
中
小
企
業
に
お
い
て

は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
環
境

に
置
か
れ
、
地
域
金
融
機
関
が

果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
大

き
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
地
域
の
金
融

円
滑
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中

で
、
収
益
力
強
化
の
も
と
、
投

資
信
託
な
ど
金
融
リ
ス
ク
商
品

の
販
売
に
力
を
入
れ
る
金
融
機

関
も
一
向
に
減
ら
ず
、
金
融
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
基
本
方
針
の
中
で
、

監
督
・
検
査
の
着
眼
点
に
「
顧

客
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス

提
供
、
顧
客
の
信
頼
・
安
心
感

の
確
保
」
を
う
た
っ
て
も
、
ノ

ル
マ
・
目
標
を
課
し
て
の
営
業

推
進
は
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
よ

り
目
標
達
成
が
優
先
さ
れ
、
苦

情
・
ト
ラ
ブ
ル
の
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
負
担
に

よ
り
、
精
神
的
疾
患
（
う
つ
病

な
ど
）
に
羅
患
し
、
休
職
や
離

職
が
後
を
絶
た
ず
、
自
殺
す
る

職
員
も
出
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
現
状
を
改
善
す
べ

く
次
の
５
項
目
の
要
請
を
行
い

懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

1
．
金
融
機
関
が
新
規
融
資
・

条
件
変
更
に
積
極
的
に
応
じ
る

な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ

て
い
る
中
小
企
業
の
経
営
支
援
・

育
成
の
た
め
、
金
融
円
滑
化
を

図
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

2
．
金
融
リ
ス
ク
商
品
つ
い
て

は
、
労
働
条
件
に
過
度
に
連
動

す
る
よ
う
な
、
無
理
な
勧
誘
に

つ
な
が
る
従
業
員
へ
の
ノ
ル
マ

（
目
標
）
は
や
め
さ
せ
、
金
融

商
品
取
引
法
を
遵
守
さ
せ
る
こ

と
。

3
．
地
域
性
を
希
薄
に
し
、
利

用
者
・
労
働
者
に
犠
牲
を
強
い

る
地
域
金
融
機
関
の
合
併
再
編

を
押
し
付
け
な
い
こ
と
。

4
．
公
益
通
報
者
の
保
護
を
保

障
し
、
自
主
的
な
経
営
チ
ェ
ッ

ク
が
行
な
え
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
を
指
導
す
る
こ
と
。

5
．
金
融
機
関
の
12
月
30
日
の

休
日
化
の
実
現
に
努
力
す
る
こ

と
。
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滋
賀
銀
行
従
業
員
組
合
は
、
金
融
労
連
本
部
と
同
近
畿
地
方
協

議
会
の
連
名
に
よ
る
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
要
請
行
動

は
毎
年
こ
の
時
期
に
金
融
産
業
労
組
近
畿
支
部
滋
賀
分
会
（
さ
ざ

な
み
ネ
ッ
ト
）
と
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
12
月
９
日
に
滋
賀
労
働
局
、
大
津
労
働
基
準
監
督
署
、

滋
賀
県
銀
行
協
会
を
訪
問
し
、
12
月
15
日
に
近
畿
財
務
局
大
津
財

務
事
務
所
を
訪
ね
要
請
と
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

「
金
融
リ
ス
ク
商
品
の
無
理
な
勧
誘
に

つ
な
が
る
ノ
ル
マ
販
売
の
禁
止
」

「
有
給
休
暇
の
取
得
率
向
上
」
な
ど滋賀労働局

大津労働基準監督署近畿財務局大津財務事務所

滋賀県銀行協会

近畿ブロック労働局雇用均等室作成のチラシ



当
行
に
働
く
全
て
の
従
業
員

に
関
わ
る
重
大
な
「
人
事
制
度

改
定
の
骨
子
に
つ
い
て
」
の
提

案
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

内
容
は
、
永
年
の
労
使
合
意
を

大
き
く
崩
す
も
の
で
す
。

今
回
の
提
案
が
、
「
公
平
で

合
理
的
な
人
事
制
度
の
も
と
、

性
別
に
関
係
な
く
、
と
も
に
意

欲
を
持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務

に
取
り
組
み
、
全
て
の
職
員
が

65
才
ま
で
働
く
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
主
軸

に
、
社
会
的
な
要
請
等
も
踏
ま

え
『
今
日
的
な
諸
課
題
を
踏
ま

え
た
従
業
員
処
遇
の
見
直
し
』

を
行
い
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま

す
が
、
多
く
の
点
で
従
業
員
に

犠
牲
を
強
い
る
内
容
を
含
ん
で

い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
過
去
の
人
事
制

度
改
定
協
議
の
経
過
や
経
験
か

ら
、
様
々
な
角
度
か
ら
、
時
間

を
惜
し
ま
な
い
十
分
な
議
論
が

制
度
を
活
き
た
も
の
に
す
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
提
案
の
背
景
と
さ
れ

て
い
る
、
金
融
機
関
の
厳
し
い

経
営
環
境
や
地
方
銀
行
の
再
編

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
提
案
に

よ
り
解
決
さ
れ
る
問
題
で
な
く
、

こ
れ
ら
を
理
由
に
し
た
、
新
た

な
人
件
費
削
減
と
合
理
化
そ
の

も
の
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

私
た
ち
は
、
全
従
業
員
が
安

心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
職

場
を
目
指
し
て
奮
闘
す
る
決
意

で
す
。

４
月
か
ら
７
月
へ
の

昇
級
日
変
更
は

不
利
益
だ
け
で
な
く

労
使
の
歴
史
を

崩
す
も
の

昇
級
日
４
月
１
日
か
ら
７
月

１
日
に
変
更
は
、
「
永
い
歴
史

あ
る
労
使
の
合
意
」
を
崩
す
も

の

で

す

。

「
4
月
1
日

実
施
」
に
は
、

臨
給
ハ
ネ
を

確
保
し
て
生

活
を
守
っ
て

き
た
歴
史
的

な
経
過
が
あ

り
ま
す
。
銀

行
が
考
課
期

間
を
早
め
れ

ば
全
く
問
題

な
い
こ
と
で

あ
り
、
我
々

は
昇
級
日
の

問
題
だ
け
で

な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

通
知
だ
け
で

「
休
日
勤
務
」
は

従
業
員
生
活
無
視

銀
行
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
新
設
交

渉
の
な
か
で
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
を

「
ド
ン
ド
ン
増
や
す
」
と
は
考

え
て
い
な
い
と
述
べ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
回
の
提
案
の

「
３
６
協
定
の
個
別
施
設
名
称

を
削
除
」
「
し
が
ぎ
ん
プ
ラ
ザ
・

パ
ー
ソ
ナ
ル
新
設
時
の
事
前
協

議
を
廃
止
」
で
は
、
無
制
限
に

拡
大
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

組
合
と
し
て
は
、
重
大
な
労

働
条
件
の
変
更
に
つ
な
が
る
、

都
度
交
渉
を
崩
す
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
「
休
日

勤
務
対
象
者
に
は
事
前
通
知
の

み
で
行
う
」
と
言
う
提
案
は
、

従
業
員
の
生
活
を
無
視
し
た
も

の
で
あ
り
撤
回
す
べ
き
で
す
。

私
た
ち
は
顧
客
ニ
ー
ズ
を
無

視
す
る
も
の
で
な
く
「
休
日
営

業
時
間
を
1
時
間
延
長
す
る
提

案
」
も
利
用
状
況
を
勘
案
し
議

論
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

成
果
追
求

「
全
員
外
交
」
で
、

リ
ス
ク
商
品
販
売

銀
行
は
「
多
く
の
職
員
が
日

常
的
に
外
務
に
従
事
す
る
事
が

増
え
て
い
る
か
ら
、
外
交
手
当

を
な
く
す
」
と
説
明
さ
れ
た
が
、

ま
さ
に
だ
れ
で
も
外
交
に
出
る

事
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
「
外
交
係
は
無
く
さ
な

い
」
と
の
説
明
で
す
が
、
「
外

交
係
の
危
険
度
合
い
や
外
部
活

動
の
様
々
な
負
担
も
あ
り
、
廃

止
で
良
い
の
か
議
論
の
余
地
が

あ
る
」
と
考
え
ま
す
。

真
の
６
５
歳

定
年
制
度
を

専
任
行
員
特
命
手
当
お
よ
び

特
定
業
務
嘱
託
特
命
手
当
を
廃

止
し
、
決
裁
手
当
を
新
設
す
る

こ
と
は
、
中
高
年
者
の
活
躍
推

進
に
つ
な
が
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。
手
当
の
増
額
で
役
席
と
同

様
の
決
裁
を
行
わ
せ
、
責
任
を

持
た
せ
る
こ
と
で
す
。

従
業
員
組
合
は
、
２
０
１
３

年
２
月
27
日
滋
組
第
23

号
で

「
６
５
歳
定
年
制
に
関
す
る
要

求
書
」
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
こ
の
要
求
に
答
え
、
専

任
行
員
と
特
定
業
務
嘱
託
を
廃

止
し
、
総
合
的
な
待
遇
改
善
を

行
う
こ
と
が
「
中
高
年
者
の
活

躍
推
進
」
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
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12
月
17
日
開
催
の
団
体
交
渉
で
、
「
人
事
制
度
改
定
の
骨
子
に
つ

い
て
」
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
「
今
日
的
に
見
直
す
べ
き

項
目
」
、
「
高
齢
者
の
活
躍
推
進
の
項
目
」
、
「
女
性
活
躍
推
進
の

項
目
」
の
３
項
目
で
す
。
人
事
制
度
改
定
の
意
向
は
、
７
月
25
日
の

労
使
懇
話
会
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
経
営
環
境
の
厳
し
さ

を
強
調
し
、
従
業
員
に
犠
牲
を
強
い
る
側
面
の
強
い
内
容
で
あ
り
充

分
な
議
論
と
再
考
が
求
め
ら
れ
る
提
案
で
す
。

（
組
合
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
一
部
引
用
）

今
回
の
提
案
の
末
尾
に
「
改

め
て
問
題
意
識
を
持
た
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
課
題
が
、
い
わ
ゆ

る
賞
与
支
給
に
お
け
る
『
枠
と

額
』
の
考
え
方
で
す
。
賞
与
は
、

こ
れ
ま
で
の
制
度
改
定
の
中
で
、

そ
の
時
々
の
話
し
合
い
を
踏
ま

え
今
日
の
支
給
体
系
と
な
っ
て

い
ま
す
。
『
枠
』
と
は
あ
く
ま

で
も
ス
ラ
イ
ド
部
分
で
あ
り
、

メ
リ
ッ
ト
部
分
は
人
事
考
課
に

よ
る
『
額
』
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

都
度
の
労
使
交
渉
の
場
で
真
撃

に
議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。こ

の
補
足
的
提
案
に
つ
い
て

強
い
怒
り
と
経
過
を
顧
み
な
い

愚
か
さ
を
指
摘
し
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

賞
与
を
枠
と
み
る
考
え
方
は
、

健
全
な
銀
行
経
営
の
観
点
で
歴

史
的
に
日
本
銀
行
が
指
導
し
た

事
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
考
え

方
か
ら
銀
行
は
他
の
業
種
と
違

い
、
各
期
の
収
益
の
増
減
を
賞

与
支
払
額
に
極
端
に
反
映
さ
せ

ず
、
枠
を
少
し
ず
つ
増
や
し
て

き
ま
し
た
。

メ
リ
ッ
ト
と
い
う
考
え
方
が

生
ま
れ
た
の
は
、
枠
だ
け
で
は

賞
与
を
使
っ
て
競
争
に
よ
る
労

働
者
の
支
配
が
で
き
な
い
と
言

う
資
本
の
要
求
か
ら
生
ま
れ
た

も
の
で
、
「
ス
ラ
イ
ド
部
分
」

を
削
っ
て
「
メ
リ
ッ
ト
」
に
振

り
替
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
流
れ
は
支
払
い
側
の
有
利
さ

が
あ
り
、
加
速
度
的
に
広
が
り

ま
し
た
。

し
か
も
、
当
行
の
場
合
、
少

し
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
１
９
６

５
年
下
期
に
は
ス
ラ
イ
ド
の
み

で
３
・
１
ヵ
月
と
な
り
ま
し
た

が
、
65
年
11
月
18
日
の
組
合
分

裂
を
機
に
「
職
能
給
」
が
導
入

さ
れ
、
68
年
上
期
に
「
メ
リ
ッ

ト
」
導
入
へ
と
推
移
し
ま
し
た
。

73
年
10
月
27
日
の
組
合
側
の

全
面
勝
利
に
よ
る
労
使
正
常
化

以
降
ス
ラ
イ
ド
３
・
４
５
ヵ
月

＋
級
別
一
時
金
＋
メ
リ
ッ
ト
で

総
枠
３
７
７
・
５
％
が
長
く
つ

づ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
99
年
に
は
２
・
８
ヵ

月
（
カ
ッ
ト
42
・
6
％
）
、

02
年
上
期
に
は
体
系
変
更
に
よ

る
臨
給
枠
カ
ッ
ト
で
一
般
で
２
・

３
ヵ
月
、
０
２
年
下
期
ス
ラ
イ

ド
の
大
幅
カ
ッ
ト
で
一
般
２
・

０
ヵ
月
、
09
年
上
期
１
・
８
５
ヵ

月
に
ま
で
ス
ラ
イ
ド
部
分
が
引

き
下
げ
ら
れ
た
の
で
す
。

メ
リ
ッ
ト
も
含
め
て
賃
金
で

あ
り
、
こ
の
経
過
を
見
れ
ば
組

合
が
メ
リ
ッ
ト
な
ど
全
て
を
含

め
た
総
枠
に
こ
だ
わ
り
、
支
払

い
方
式
に
関
心
を
持
っ
て
当
然

で
す
。

最
後
に
付
け
加
え
ら
れ
た
一

文
は
、
絶
え
ず
繰
り
返
さ
れ
て

き
た
「
労
使
の
歴
史
と
到
達
を

無
視
し
た
態
度
」
で
あ
り
、
交

渉
の
テ
ー
ブ
ル
を
汚
す
以
外
の

何
も
の
で
も
な
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。


